





A Study of the System to Promote the Circulation of School - Local Community 













　　Through the civic activities more than ﬁfteen years, we are impressed that the local 
schools have played an important role to solve diverse problems of the communities. The 
local schools have a potential extending the activities of the traditional school.
　　The government spends lots of citizen tax for the public compulsory education 
schools, described as the schools in the context. The schools provide beneﬁts to the com-
munity. It is important that both the schools and the communities understand the school 
roles bringing beneﬁts to the community.
　　This study provides the practical cases which develop the event-model tie-up into the 
routine-model using the school facilities by the local residents.
　　Regarding to promote the routine-model tie-up, we suggest School - Local community 






























proves both sides education.











































校では順調が 95％、どちらともいえないが 5％、混乱がみられたが 0％との回答であった








































































































行事名 保護者の参加 PTA本部など関係者の参加 地域住民の参加
入学式、卒業式 ○（該当児童のみ） ○ ×
始業式、終業式 × × ×
離任式 × ○ ×
体育祭 ○ ○ ○シニア、入学予定児
マラソン大会 ○ ○ ×
文化祭 ○ ○ ○
遠足 × × ×
登校（安全）指導 ○ ○ ×
福祉体験 ○ ○ ×
講演会 ○ ○ ×
給食試食会 ○ ○ ×
保護者会（参観） ○ ○ ×
PTAお祭り △ ○ △（ポスター掲示）








市内クリーン作戦 △ ○ △
選挙（投票所） △ △ ○






















































































































































































































平成 14年 4月 完全学校週 5日制の実施
平成 16～ 18年 「地域教育力再生プラン（地域子ども教室推進事業）」（委託事業）実施
平成 19年～ 厚生労働省との連携による「放課後子どもプラン」創設（補助事業）





































































平成 23年度 平成 24年度 平成 25年度 平成 26年度 平成 27年度
9,733 10,098 10,376 11,991 14,392











その他の公共施設 公民館 2　図書館 1　子育て支援センター 1　福祉センター 1


























































































































































































に、以降、毎年 1～ 2校ずつ実施校を増やしており、平成 27年度は 13校で実施した。
平成 31年には市内 24校全てでの実施を目指している。
＜春日部市放課後子ども教室の開催状況と登録者数（平成 26年度実績）＞
実施会場 開催内容と状況 登録者数 参加延数
内牧小 料理 ､科学教室 ､茶道他 　年間 5日（月曜日） 71人 346人
幸松小 図書室学習 ､救急救命 ､忍者修行他 年間 15日（月曜日） 109人 664人
桜川小 科学 ､茶道 ､生花 ､料理 ､ダンス他 　年間 4日（月曜日） 246人 701人
宮川小 軽スポーツ ､科学教室 ､郷土かるた年間 25日（月・土曜日） 56人 707人
正善小 陸上練習 ､なわとび練習 ､昔遊び他　年間 6日（月曜日） 263人 942人
緑小 囲碁 ､計算 ､お琴 ､日本舞踊他 　年間 42日（月曜日他） 84人 945人
武里南小 工作 ､昔遊び他　年間 10日（月 ･土曜日） 150人 1,048人
藤塚小 ドッジボール ､科学教室 ､凧作り他 年間 9日（月 ･土曜日） 136人 560人
宝珠花小 科学教室 　年間 3 日（月曜日） 36人 103人
武里小 工作 ､昔遊び ､そば打ち ､卓球他 年間 5日（月曜日他） 138人 480人
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